
※記入例を参考にして、黒または青色のボールペンを使用し、楷書でていねいに記入してください。

※証明写真は、無帽・無背景・正面上3分身、縦45mm×横35mm(パスポートサイズ)、6ヶ月以内に撮影のものを貼付してください。

なお、受付けできない写真は、被写体が暗い・不鮮明、目に髪がかかってる、顔に影がある等証明写真として不適切なものです。

※書式をインターネットからダウンロードされた方は、A4用紙に印刷してください。

第一号書式（第4条関係）　（Ａ４） (表面）

〔記入注意〕　数字は算用数字を用い、※欄は記入せず、□のある欄は該当する□の中に✓印を付けてください。
外国の建築士免許を受けた方は、「試験」の欄に、その免許の名称、免許者名及び免許の年月日を記入してください。

二級建築士
私は、 の免許を受けたいので、戸籍謄本(抄本)及び登記事項証明書を添え、申請します。

私は、下記事項が真実で、かつ正確であることを誓います。
 

平成　　○ ○年　　 ○月　   ○日

愛媛県指定登録機関
公益社団法人愛媛県建築士会会長 （　署　　名　）

〒790－0852

　禁錮以上の刑に処せられたことがありますか。

　あるときは、その罪及び刑
年　　　月　　　日

　あるときは、その罪及び刑
年　　　月　　　日

　あるときは、その日 年　　　月　　　日

年　　　月　　　日から

　業務の停止の処分を受けたことがあるときは、その停止の期間 年　　　月　　　日まで
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合格証書番号 第　　277C51015K　号
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あるときは、その刑の執行を終わり、又は執行を受けることがなく
なった日

愛媛県伊予郡松前町西古泉6丁目3番7号
性　別

建築　太郎

後見開始又は保佐開始の審判（禁治産又は準禁治産の宣告もこ
れに該当するとみなされます。）を受けていますか。

いる

 平成 27年　　 12月 　  3日
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　　建築　太郎　　印氏 名
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　愛媛県松山市石手1丁目2-3
　　朝日マンションA-501号室　　　　　電話　089-945-6100

ある ない

建築士法の規定に違反して、又は建築物の建築に関し罪を犯して
罰金の刑に処せられたことがありますか。
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あるときは、その刑の執行を終わり、又は執行を受けることがなく
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建築士法第９条第１項第４号又は第１０条第１項の規定により一級
建築士、二級建築士又は木造建築士の免許を取り消されたことがあ
りますか。

 ※ 受付番号

欠
格
審
査

名
簿
登
録

副
申
審
査

5 建築士法第１０条第１項の規定のよる業務の停止の処分を受け、そ
の停止の期間中に建築士法第９条第１項第1号の規定により一級建
築士、二級建築士又は木造建築士の免許を取り消されたことがあり
ますか。
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記入しないで
ください。 

戸籍謄本（抄本）に記載さ
れているとおり、全て記入
してください。 

提出日を記入してください。 

戸籍上の本名を記
入して下さい。ただ
し、字体については、
普段使用している
氏名の字体を記入
して下さい。（戸籍
に記載されている
特別な字体を一般
的な字体にして使
用している場合又
は、旧字体を新字
体にして使用してい
る場合は、当該使
用している字体で
記入することが出
来ます。） 

合格通知書に記載されて

いる合格番号(受験番号

に合格年を加えたもの)を

記入してください。 

外国の建築免許を受け
た方のみ、外国の免許
名、免許証番号等を記
載して下さい。 

 

 領収証貼付 

窓口で手数料をお支払の際

に渡す領収証（原本）を貼付

します。 


